
清瀬市まちづくり委員会

令和８年２月19日

令和６年７年「清瀬市まちづくり基本条例に関する提案」に係る報告書



提　　案　　件　　数 受理件数　　７　件

審　　議　　結　　果

提言として採用 ２　件

担 当 部 署 案 件 ４　件

継　続　審　議 １　件

取　り　下　げ ０　件

　清瀬市まちづくり基本条例施行規則第５条第２項の規定に基づき、「清瀬市まちづくり基本条例に関する提案」に係る審議に
ついて報告いたします。

　提案の概要については提案一覧をご参照ください。
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清瀬市まちづくり委員会　提案一覧

用語の定義

提案一覧

区分 番号 題名 提案の概要 審議内容 結果 備考

市民提案 1 散歩しやすい街作りを

立派なイスでなくても使い古しのイスでも良いの
で街中に置いて欲しい・設置して欲しい。
（イスがあることで）お年寄りが散歩に出られ
る。皆元気になる。閉じこもりも少なくなり、顔
見知りが増え、社会資源の手助けになる。

「散歩しやすいまちづくり」は目的・
必要性は多岐にわたり、政策としての
拡張性が大きいと考え、提言書として
して採用した。

提言として採用

市民提案 2 弓道場を作って欲しい

多摩地区は南多摩地区と北多摩地区があり、南多
摩地区は比較的スポーツ関係の施設等は充実して
いますが、北多摩地区はかなり遅れているような
気がします。その中でも清瀬市は取り残されてい
る感じがします。 清瀬市が農業だけでは無く、北
多摩地区を代表して活動が出来るような武道場が
あっても良いのではなかと強く思います。

清瀬市議会定例会において、弓道場の設
立に関する陳情が採択され、まちづくり
委員会で重ねて審議することは控えるこ
とが妥当であること、担当部署において
対応していただくことが効果的であると
判断した。

担当部署案件

市民提案 3
清瀬市内の子供たち（中学生）か
らの声を市長に直接届けられる仕
組み作り

市内中学生の代表による、自分たちが抱える問題
点や解決案、アイデアなどを話し合う場を作り、
それらの声を市長や市に直接届けられる仕組みを
作る。
大人は仕組み作りとサポートを行い、運営の主体
は中学生だけで行えればよいと思います。

市長が直接中学生からの意見を聴き、
対話することで子どもの目線の考え方
や中学生が考える問題点等が市政に反
映される契機となることを考え、提言
として採用した。

提言として採用

担当部署案件

継続審議

提案内容を審議する上で、行政の事業実施等の現状に鑑み、まちづくり委員会による継続審議ではなく、提案内容を精査し、まとめた上で
担当部署に委ねることが提案内容に即すると委員会内で決定した案件

提案内容に関し、事柄の確認、行政の事業内容の精査、それに基づく委員会での検討を深化させるため、審議を継続する必要があると決定
した提案

定義

清瀬市在住、在勤の方の清瀬市に対する想いからのご意見とご提案

用語

市民提案

提言として採用 提案内容を審議した結果、市長への提言として提出した提案
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区分 番号 題名 提案の概要 審議内容 結果 備考

市民提案 4 気象博物館の設立検討

気象観測、予報は、多くの分野で欠かすことので
きない重要なものである。これを分かりやすく観
覧できるようにし、入館者自身も自分の居住地の
予報が体験できるコーナーも作るなど、入館者参
加型のコーナーも含めて自然災害との関連、注意
点、協力事項なども紹介する。

市の「気象衛星センター」に関する取
り組み状況及び委員会の意見を伝え
た。

担当部署案件

市民提案 5 すてきな花の街清瀬

けやきロード（彫刻）をもっと美しく管理して、
彫刻も引き立たせられるよう、まわりに花を植え
て、駅前のように花で包まれた道路にしたい。
市内を包括の区域と同じく分割して、ボランティ
アさんや花の好きな方で花の里公園のように目指
す。

現在進行中の事業または類似した事業が
あるため、担当部署へ提案内容を送付す
ることにより、担当部署において対応し
ていただくことが効果的と判断した。

担当部署案件

市民提案 6 暑い時期の催し

〇ひまわりフェスティバル
・炎天下の中で、極端に日陰が少ないことを改善

〇けやきロードフェスティバル、市民まつり
・日陰が少なく、アスファルトの照り返しも強
い。夕方からのフェスティバル開催
・混雑対策
・清瀬独自のマーケット

担当部署へ提案内容を送付することによ
り、担当部署において対応していただくこ
とが効果的と判断した。

担当部署案件

市民提案 7 自然と共に生きる提案

危険な猛暑が続きすぎて屋外イベントが出来なく
なる。市内にある雑木林が広がっていれば気温も
低くなるためイベントも出来る。音楽イベントを
通して、植林や環境問題に対して考えてもらう
きっかけづくりとなる。

委員会における審議を深化させるため
審議を継続する。

継続審議
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